
　

総
会
は
、
４
月
２
２
日
〈

土
〉
午
後
２
時
よ
り
蓮
田
市

立
図
書
館
で
開
催
し
ま
し
た

（
出
席
者
は
会
員
１
２
名
、委

任
状
２
１
名
）
。な
お
、
総
合

司
会
は
、
飯
島
副
会
長
が
務

め
ま
し
た
。
議
事
に
先
立
ち
、

田
村
会
長
よ
り
、
日
頃
の
活

動
に
対
す
る
会
員
各
位
の
ご

支
援
・
協
力
に
対
し
て
謝
意

を
述
べ
、
今
年
は
当
ユ
協
が

設
立
し
て
９
年
を
経
過
し
、

来
年
３
月
に
は
設
立
１
０
周

年
を
迎
え
る
た
め
、
通
常
活

動
に
無
理
の
な
い
範
囲
で
１

０
周
年
記
念
事
業
を
検
討
し

て
い
く
意
向
が
表
明
さ
れ

た
。
ま
た
、
当
地
域
に
お
い

て
も
少
子
高
齢
化
に
直
面
す

る
中
で
広
く
市
民
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
存
在
意
義
を

理
解
し
て
頂
く
こ
と
の
難
し

さ
が
あ
る
環
境
下
で
、
ユ
ネ

ス
コ
憲
章
の
理
念
を
実
現
す

る
た
め
に
、
２
０
１
７
年
度

の
活
動
方
針
が
示
さ
れ
た
。

息
の
長
い
N
G
O
活
動
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
財

政
基
盤
、
会
員
構
成
、
社
会

情
勢
等
」
を
常
に
分
析
し
て

適
合
し
た
活
動
を
目
指
し
、

事
業
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
４
事
業
（
「
国
際
文
化
ス

タ
デ
ィ
」、「
地
域
文
化
遺
産

ス
タ
デ
ィ
」
、「
文
化
遺
産
め

ぐ
り
」
、「
世
界
寺
子
屋
運
動

支
援
の
た
め
の
書
き
損
じ
活

動
」
）
を
継
続
実
施
す
る
。

た
だ
し
、
そ
れ
ら
を
推
進
し

て
い
く
上
で
、
①
更
な
る
会

員
確
保
②
活
動
の
軸
と
な
る

人
材
確
保
③
財
政
基
盤
の
強

化
④
地
方
自
治
体
や
教
育
委

員
会
・
学
校
及
び
他
の
団
体

等
と
の
連
携
と
協
働
が
課
題

で
あ
る
と
し
て
、
理
解
を
求

め
ま
し
た
。
ま
た
、
２
年
後

の
２
０
１
９
年
に
は
当
ユ
協

が
主
管
と
な
っ
て
当
地
に
お

い
て
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
ユ
ネ
ス

コ
活
動
研
究
会
を
開
催
予
定

で
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ

た
。

　

次
に
江
口
理
事
を
議
長
に

選
出
し
て
、
第
１
号
議
案
よ

り
第
５
号
議
案
ま
で
順
次
審

議
し
、
全
て
承
認
を
得
て
、

総
会
を
閉
会
し
ま
し
た
（
２

０
１
７
年
度
事
業
計
画
と
役

員
は
別
掲
）
。

　

な
お
、
会
員
と
し
て
出
席

さ
れ
た
中
野
蓮
田
市
長
よ

り
、
８
年
前
の
設
立
以
降
の

当
ユ
協
の
活
動
に
広
く
市
民

が
参
加
し
て
お
り
、
今
後
の

活
動
を
通
じ
て
市
民
の
輪
が

波
紋
の
よ
う
に
浸
透
す
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
と
の
激
励

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

総
会
に
続
き
、
昨
年
度
蓮

田
市
内
の
二
つ
の
ユ
ネ
ス
コ

認
定
校
（
蓮
田
市
立
中
央
小

学
校
、
蓮
田
市
立
中
学
校
）

の
小
熊
校
長
、
石
川
校
長
の

参
加
も
得
て
、
今
後
の
活
動

全
般
及
び
学
校
と
の
連
携
等

に
つ
き
意
見
・
情
報
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
発
達
し
た
低
気
圧

で
風
が
強
く
心
配
し
た
が
、

講
演
開
始
時
に
は
１
０
９
名

の
満
席
状
況
と
な
っ
た
。　

講
師
は
伊
奈
氏
一
族
の
第
一

人
者
で
あ
り
N
H
K
で
も
お

馴
染
み
の
、
高
崎
経
済
大
学

名
誉
教
授
の
和
泉
清
司
先
生

に
お
願
い
し
ま
し
た
。
主
催

者
を
代
表
し
田
村
会
長
か
ら

開
催
挨
拶
の
後
、
ご
来
賓
と

し
て
中
野
蓮
田
市
長
、
秋
葉

白
岡
副
市
長
、
大
島
伊
奈
町

町
長
か
ら
ご
祝
辞
を
賜
り
山

口
蓮
田
市
議
会
議
長
、
長
島

白
岡
市
教
育
長
も
ご
出
席
頂

き
ま
し
た
。　

　

講
演
内
容
：
伊
奈
忠
次
は

徳
川
家
康
の
関
東
入
国
に
伴

い
鴻
巣
、
小
室
で
1
万
石
を

与
え
ら
れ
小
室
（
伊
奈
町
）に

陣
屋
を
築
い
た
。
こ
の
頃
の

関
東
は
大
小
の
河
川
が
入
り

組
ん
で
お
り
、
た
び
た
び
洪

水
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
。
忠

次
は
自
ら
湿
地
帯
に
身
を
置

き
、
氾
濫
の
元
と
な
る
河
川

の
改
修
や
開
削
、治
水
対
策
、

灌
漑
工
事
な
ど
、
幕
府
創
成

期
に
重
要
な
関
東
支
配
の
基

礎
を
作
っ
て
い
っ
た
。
代
官

頭
に
な
っ
て
か
ら
は
全
国
の

代
官
支
配
に
あ
た
り
、
河
川

の
開
削
、検
知
、
新
田
開
発
、

年
貢
収
取
等
、
多
様
な
農
政

や
地
方
支
配
を
実
施
し
て
い

る
、
代
表
的
な
も
の
が
東
遷

と
自
ら
の
伊
奈
備
前
守
か
ら

命
名
さ
れ
た
備
前
掘
で
あ

る
。
東
遷
は
羽
生
、
会
の
川

か
ら
東
京
湾
に
流
れ
込
む
古

利
根
川
を
、
川
俣
か
ら
銚
子
、

太
平
洋
へ
と
東
に
流
れ
を
変

え
た
大
規
模
の
開
削
で
あ

り
、備
前
掘
は
本
庄
、
深
谷
、

熊
谷
、
行
田
、羽
生
等
県
北
の

23
Ｋ
ｍ
に
及
ぶ
開
削
で
、
現

在
も
灌
漑
用
水
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

江
戸
初
期
の
農
政
を
大
所
・

高
所
か
ら
考
察
し
関
東
北
部

か
ら
江
戸
ま
で
の
、
壮
大
な

事
業
は
後
の
関
東
郡
代
伊
奈

一
族
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い

る
。蓮
田
、白
岡
、
伊
奈
を
含

む
埼
玉
東
部
地
域
も
洪
水
被

害
も
少
な
く
な
り
農
民
の
生

活
安
定
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

現
在
の
伊
奈
町
の
命
名

は
、
郷
土
の
先
駆
者
で
あ
る

「
伊
奈
備
前
守
忠
次
」に
由
来

し
て
い
る
。
（
飯
島
記
）
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前列左から平賀、飯島、田村会長、

中野市長、槍田課長　

後列左から雲見、杉原、斎藤議員、江口、

松沢、熊倉

２
０
１
７
年
度
総
会

「
10 

周
年
記
念
事
業
・

　
　
　

関
東
ブ
ロ
研
究
会
を

　
　
　
　
　
　
　

迎
え
る
準
備
等
」

活
動
方
針
の
発
表

　　(1) 　　　　　　蓮田・白岡地方ユネスコ協会 　　　　　会報17号 　　　　　　2017年7月31日発行

伊奈忠次の銅像

前列左から秋葉白岡市副市長、和泉講師、田村会長

後列左から飯島、長島白岡教育長、大島伊奈町長、　　

中野蓮田市長

第
13
回
地
域
文
化
遺
産
ス
タ
デ
ィ

わ
が
町
を
知
ろ
う
！　

江
戸
期
の
蓮
田
・
白
岡

「
関
東
郡
代
伊
奈
一
族
の
活
躍
と
功
績
」

平
成
29
年
２
月
18
日
（
土
）
於
：
は
ぴ
す
し
ら
お
か

会
長　
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田
村
勝
彦　

副
会
長
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飯
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会
長
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江
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保　
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熊
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理
事



　

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
の

ラ
ジ
ェ
ン
ド
ラ
・
ク
マ
ー
ル
・

バ
チ
ャ
ウ
リ
氏
に
よ
る
特
別

講
演
で
は
「
気
候
変
動
の
危

機
感
か
ら
現
状
、
問
題
点
等

を
探
り
、
パ
リ
協
定
遵
守
の

為
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
で
示
さ
れ
Ｓ
Ｄ

G
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
の
必
要
性
、
そ
れ
に
挑

戦
す
る
若
者
の
育
成
、
参
加

を
説
い
た
。

　

青
年
部
及
高
校
生
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
大
震
災
等
、
過
去
の
出

来
事
が
風
化
し
て
い
く
中
、

真
実
の
追
究
、
知
恵
、
学
問

を
習
得
し
自
か
ら
事
態
に
つ

い
て
判
断
出
来
る
知
識
を
持

つ
事
が
必
要
と
の
発
表
が
あ

っ
た
。
青
年
部
に
よ
る
仙
台

宣
言
で
は
「
多
様
な
平
和
に

目
を
向
け
ユ
ネ
ス
コ
精
神
を

守
り
未
来
へ
持
続
さ
せ
て
ゆ

く
」
の
宣
言
が
あ
り
、
連
盟

か
ら
は
70
周
年
ビ
ジ
ョ
ン
が

発
表
さ
れ
た
。

　

P
e
a
c
e　

f
o
r　

T
o
m
o
r
r
o
w

　

広
げ
よ
う
平
和
の
心
、
ミ

ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
１
、
平
和

な
世
界
の
構
築
。　
　
　
　

　

２
、
持
続
可
能
な
社
会
の

推
進
、
重
点
目
標
で
は
17
の

S
D
G
ｓ
の
目
標
が
提
示
さ

れ
た
。

　

平
和
の
為
、
多
様
な
危
機

を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
何

が
出
来
る
か
！　

何
を
す
べ

き
か
！
若
い
仲
間
と
経
験
豊

か
な
会
員
と
一
緒
に
活
動
出

来
そ
う
な
意
義
あ
る
大
会
で

あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　

　

来
年
の
全
国
大
会
は
函
館

市
に
て
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

短
時
間
で
し
た
が
、
い
ろ

い
ろ
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
文
化
遺
産
め
ぐ
り

は
、
目
か
ら
鱗
の
よ
う
な
新

た
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
段
の
予
備
知
識
を
持
た

ず
い
つ
も
、
そ
の
後
の
懇
親

会
の
ビ
ー
ル
を
楽
し
み
に
参

加
致
し
ま
し
た
。
博
物
館
に

入
る
と
い
き
な
り
博
物
館
特

有
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
シ
ョ

ッ
プ
が
あ
り
、
シ
ョ
ッ
プ
の

呼
称
は
「
ミ
ン
ト
シ
ョ
ッ
プ
」

で
し
た
。何
故
、ミ
ン
ト
な
の

か
と
自
問
し
な
が
ら
ガ
イ
ド

の
案
内
で
館
内
を
見
て
回

り
、
案
内
説
明
文
の
英
文
表

記
を
眺
め
て
い
た
ら
、
な
ん

と
そ
こ
に
〝
Ｍ
i
n
ｔ
〝
と

い
う
単
語
が
並
び
、
ど
う
や

ら
造
幣
局
の
こ
と
を
〝
Ｍ
i

n
t
〝
と
言
う
ら
し
い
こ
と

に
気
付
き
ま
し
た
。
ま
た
、

造
幣
局
の
英
文
表
記
に
続

き
、勲
章
、七
宝
焼
、
と
い
う

普
段
使
い
慣
れ
て
い
る
言
葉

の
英
語
表
記
も
勉
強
し
ま
し

た
。

　

博
物
館
で
色
々
見
識
を
深

め
た
あ
と
は
さ
い
た
ま
新
都

心
駅
の
一
階
に
あ
る
銀
座
ラ

イ
オ
ン
で
ひ
と
し
き
り
楽
し

く
復
習
致
し
ま
し
た
。帰
路
、

つ
い
美
味
し
い
お
酒
が
効
い

た
の
か
駅
を
ふ
た
つ
乗
り
越

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
皆
様

も
飲
み
過
ぎ
、
食
べ
過
ぎ
に

は
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。（
福
地
会
員　

記
）

２
０
１
７
年
６
月
２
日（
金
）

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
に
昨
年

秋
に
オ
ー
プ
ン
し
た
造
幣
局

さ
い
た
ま
博
物
館
を
ガ
イ
ド

付
で
見
学
し
ま
し
た
。
梅
雨

入
り
直
前
に
て
天
候
の
心
配

が
あ
り
ま
し
た
が
、
晴
天
に

恵
ま
れ
１
６
名
の
参
加
と
な

り
ま
し
た
。
明
治
４
年（
１
８

７
１
年
）
貨
幣
製
造
を
主
な

業
務
と
す
る
独
立
行
政
法
人

で
あ
り
大
阪
市
に
本
局
、
当

さ
い
た
ま
市
と
広
島
市
に
支

局
が
お
い
て
あ
り
、
貨
幣
の

製
造
販
売
の
他
勲
章
等
の
金

属
工
芸
品
の
製
造
も
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。

　

貨
幣
で
は
通
常
の
６
種
類

の
他
記
念
貨
幣
、
未
使
用
を

収
め
た
プ
ル
ー
フ
セ
ッ
ト
も

製
造
・
販
売
、博
物
館
（
展
示

室
）
と
併
せ
て
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

製
造
工
程
は
女
性
ガ
イ
ド

さ
ん
に
よ
り
身
近
に
使
っ
て

い
る
貨
幣
の
出
来
る
迄
、
又

勲
章
の
実
物
の
多
く
を
説
明

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

総
会
は
議
決
権
者
６
５
７

名
（
個
人
・
団
体
・
維
持
会
員

含
む
）
に
対
し
て
出
席
者
１

０
９
名
・
委
任
状
２
７
３
名

で
定
足
数
３
２
９
名
を
満
た

し
成
立
。物
故
者
へ
の
感
謝
・

黙
祷
か
ら
始
ま
っ
た
。
松
田

会
長
挨
拶
・
新
加
盟
・
衣
川

ユ
ネ
ス
コ
協
会
（
岩
手
）の
紹

介
・
挨
拶
が
あ
っ
た
。　
　

　

議
題
に
移
り
第
1
号
議
案

　

２
０
１
６
年
度
事
業
報
告

承
認
、
第
2
号
議
案　

理
事
・

監
事
及
び
評
議
員
の
承
認
が

あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　

　

連
盟
会
長
・
理
事
長
の
交

代
が
非
公
式
に
発
表
さ
れ

た
。（
後
日
、
大
橋
新
会
長
・

鈴
木
新
理
事
長
と
判
明
）　

第
3
号
議
案　

「
民
間
ユ
ネ

ス
コ
運
動
70
周
年
ビ
ジ
ョ

ン
」
は
２
０
１
７
年
～
２
０

２
６
年
ま
で
の
活
動
・
方
向

を
策
定
し
た
も
の
で　
　
　

１
.
策
定
の
趣
旨
目
標
を

「
教
育
分
野
に
力
を
注
ぎ
、

取
り
組
む
」
と
の
提
示
。　

２
.
ビ
ジ
ョ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
重
点
目
標
「
使
命
と
責

務
」
は　
　
　
　
　
　
　
　

（
1
）「
平
和
な
世
界
の
構
築

は
命
を
尊
び
、
紛
争
の
無
い

世
界
、
核
兵
器
の
無
い
世
界

を
希
求
し
、
草
の
根
か
ら
積

極
的
に
「
平
和
の
文
化
」
の

構
築
を
す
す
め
る
と
し
た
。

（
2
）持
続
可
能
な
社
会
の
推

進
は
E
S
D
を
生
涯
学
習
の

重
要
な
柱
と
位
置
づ
け
る
。

　

達
成
す
る
為
に
17
の
「
持

続
可
能
な
開
発
目
標
」（
略
）

を
於
い
て
活
動
を
行
う
と
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
3
）そ
の
重
点
目
標
と
方
向

性
は
平
和
な
社
会
の
実
現
・

E
S
D
の
推
進
・
誰
も
置
き

去
り
に
し
な
い
地
域
社
会
の

構
築
・
自
然
災
害
発
生
後
の

教
育
支
援
と
し
た
。　
　
　

（
4
）組
織
運
営
の
強
化
即
ち

諸
団
体
と
連
携
強
化
を
諮

り
、
組
織
力
の
強
化
、
財
務

基
盤
強
化
を
図
る
。　
　
　

（
5
）広
報
強
化
を
は
か
る
。

（
6
）P
D
C
A
の
実
施
（
P

L
A
N
計
画
・
D
O
実
行
・

C
H
E
C
K
評
価
・
A
C
T

改
善
）
の
4
段
階
を
繰
り
返

し
継
続
的
な
業
務
改
善
を
図

る
。

　

第
4
号
議
案
は
、
総
会
運

営
規
定
の
変
更
を
承
認
。

　

最
後
に
仙
台
ユ
協
・
中
村

会
長
か
ら
ご
挨
拶
が
あ
り
閉

会
と
な
っ
た
。

　

５
０
０
円
硬
貨
の
ウ
ラ
側

（
５
０
０
と
書
き
込
ま
れ
た

面
）
を
上
に
し
て
少
し
ず
つ

外
側
に
傾
け
る
と
、
０
０
の

中
に
小
さ
く
５
０
０
円
、
又

内
側
に
傾
け
る
と
一
本
の
縦

の
線
が
見
え
ま
す
。

　

ま
た
５
０
０
円
硬
貨
の
円

周
に
は
斜
め
の
ギ
ザ
ギ
ザ
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
世
界
で
は
じ
め

て
の
偽
造
防
止
技
術
だ
そ
う

で
す
。
（
皆
さ
ん
確
認
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
）　

　
　
　
　
　
　

（
江
口　

記
）

　

大
会
は
世
界
22
か
国
、
45

都
道
府
県
か
ら
参
加
が
あ
り

２
０
１
７
年
７
月
15
、
16
日

の
２
日
間　

仙
台
国
際
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
。　

　

第
16
回　

文
化
遺
産
め
ぐ
り

造
幣
局
さ
い
た
ま
支
局
見
学

「
わ
が
国
の
貨
幣
の
歴
史
を
知
る
」

参加者記念撮影

第
68
回
日
本
ユ
ネ
ス
コ 

協
会
連
盟
定
時
総
会
報
告

(

大
手
町
・
朝
日
生
命
ビ
ル

２
７
階
に
て
）
開
催

開
催
日
時
：
２
０
１
７
年

６
月
17
日(

土)

14
時
30
分
～

(3) 蓮田・白岡地方ユネスコ協会ホームページ http://www.unesco.or.jp/hasuda-shiraoka/ 　　　(2)

博物館内

参
加
者
の
声

参
加
者
の
声

参
加
者
の
声

参
加
者
の
声

参
加
者
の
声

参
加
者
の
声

参
加
者
の
声

参
加
者
の
声

参
加
者
の
声

５
０
０
円　

硬
貨

表
・
裏

日
本
ユ
ネ
ス
コ
運
動

　70
周
年
記
念
全
国
大
会i

n

仙
台

発
祥
の
地
、仙
台
か
ら
世
界
へ

　　大会出席者

飯島副、田村会長、江口副

大会風景

①
矢
上
匡
考
（
や
が
み
ま

さ
た
か
）（
82
歳
）　
　
　

②
福
島
県
白
河
市　
　
　

③
仕
事
は
大
型
店
舗
を
持

つ
不
特
定
多
数
の
お
客
様

を
対
象
に
商
い
を
営
ん
で

き
ま
し
た
。
現
役
の
時
は

活
動
を
目
的
は
違
い
ま
す

け
ど
「
ユ
ニ
セ
フ
」
に
僅

か
ば
か
り
で
し
が
協
力
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

退
職
後
暫
く
た
っ
て
入

会
い
た
し
ま
し
た
。
体
調

が
悪
く
ま
っ
た
く
活
動
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
④
抱
負

は
、
地
球
上
の
人
々
に
「
平

和
」
を
願
う
。
「
人
々
が

持
つ
異
文
化
の
交
流
」
を

は
か
り
た
い
。

①
石
崎　

光
夫
（
い
し
ざ

き
み
つ
お
）　
　
　
　
　

②
出
身
地
：
福
島
県
南
相

馬
市
、
京
都
に
移
り
住
ん

で
は
や
15
年
。
蓮
田
市
に

住
ん
で
い
た
こ
ろ
が
懐
か

し
く
思
わ
る
今
日
こ
の
頃

で
す
。
協
会
発
足
直
後
の

こ
け
ら
落
と
し
に
「
ベ
ト

ナ
ム
の
風
に
吹
か
れ
て
」

と
題
す
る
拙
い
講
演
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

が
、
良
き
想
い
出
と
し
て

残
っ
て
お
り
ま
す
。
京
都

に
移
っ
て
以
降
は
、
個
々

の
活
動
参
加
も
儘
な
ら

ず
、
心
苦
し
く
思
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び

田
村
会
長
の
依
頼
で
、
今

年
11
月
中
旬
に
先
般
ユ
ネ

ス
コ
指
定
校
に
選
ば
れ
た

蓮
田
中
学
校
お
よ
び
蓮
田

中
央
小
学
校
の
両
校
で
、

「
国
際
協
力
」に
関
す
る
想

い
の
丈
を
語
る
機
会
を
得

ま
し
た
。
当
日
会
場
で
皆

様
方
と
再
会
で
き
る
こ
と

が
楽
し
み
で
す
。　
　
　

③
青
年
協
力
隊
員
や
帰
国

専
門
家
な
ど
か
ら
開
発
途

上
国
で
の
仕
事
を
通
し
て

得
た
経
験
や
想
い
を
語
っ

て
も
ら
う
現
状
の
活
動

は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で

貴
重
で
あ
り
、
現
在
日
本

社
会
が
直
面
し
て
い
る
諸

問
題
を
解
く
ヒ
ン
ト
が
隠

さ
れ
て
い
る
気
が
し
ま

す
。

①
中
野
信
和
（
な
か
の　

か
ず
の
ぶ
）　
　
　
　
　

②
埼
玉
県
蓮
田
市
出
身
、

生
ま
れ
も
育
ち
も
蓮
田
市

で
す
。
 
昭
和
43
年
に
当

時
の
蓮
田
町
役
場
に
就
職

し
平
成
13
年
55
歳
で
退

職
。
そ
の
後
、平
成
15
年
か

ら
蓮
田
市
議
会
議
員
、
平

成
18
年
か
ら
蓮
田
市
長
と

し
て
３
期
目
を
務
め
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

③
当
ユ
ネ
ス
コ
協
会
と
の

出
会
い
は
当
協
会
長
の
田

村
会
長
と
の
出
会
い
か
ら

で
す
。
設
立
時
、
蓮
田
・
白

岡
地
方
ユ
ネ
ス
コ
協
会
を

立
ち
上
げ
た
い
、
と
強
い

情
熱
を
示
さ
れ
て
市
長
室

に
お
見
え
に
な
っ
た
時
か

ら
で
す
。
そ
の
後
の
す
ば

ら
し
い
活
動
は
皆
様
ご
存

知
の
通
り
で
す
。
私
自
身
、

ユ
ネ
ス
コ
精
神
を
も
っ
と

も
っ
と
深
く
学
び
、
社
会

貢
献
が
出
来
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

石
崎　

光
夫

（
い
し
ざ
き　

み
つ
お
）

矢
上　

匡
考

（
や
が
み　

ま
さ
た
か
）

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

会
員
紹
介

①
執
筆
者

②
今
ま
で
の
歩
み

③
ユ
ネ
ス
コ
活
動
へ
の
抱
負

(

敬
称
は
省
略
し
て
い
ま
す
。)

中
野　

和
信

（
な
か
の　

か
ず
の
ぶ
）

　

「
地
政
学
か
ら
見
た
東

ア
ジ
ア
・
日
本
の
果
た
す

役
割
」　

講
師
：
武
貞
秀

士
先
生
、
現
在
拓
殖
大
学

特
任
教
授
、
元
防
衛
庁
総

括
研
究
官
、
韓
国
延
世
大

学
国
際
部
教
授
（
日
本
初

の
専
任
教
授
）
講
演
内
容

：
激
動
の
最
中
に
あ
る
東

ア
ジ
ア
を
地
政
学
的
な
観

点
か
ら
紐
解
き
、日
中
韓
・

北
朝
鮮
・
露
と
如
何
に
接

し
て
い
け
ば
良
い
か
・・
・

日
本
は
ど
う
す
る
・
・
・

１
２
月
以
降
で
日
程
・
場

所
を
調
整
中
。　
　
　
　

　

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
ま
す
。 予

告
予
告
予
告
予
告
予
告
予
告
予
告
予
告
予
告
予
告
予
告
予
告
予
告
予
告
予
告
予
告
予
告
予
告
予
告
予
告
予
告
予
告
予
告
予
告
予
告

武貞講師

第
11
回

国
際
文
化
ス
タ
デ
ィ



　

蓮
田
西
新
宿
、
蓮
田
駅
東

口
、蓮
田
郵
便
局
、白
岡
郵
便

局
、蓮
田
図
書
館
他
に
、回
収

箱
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
書
損
じ
ハ
ガ
キ
・
プ
リ

カ
等
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。
識
字
教
育
支
援
、私
達

ユ
ネ
ス
コ
協
会
活
動
に
使
用

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。　
　
　

　

（
支
援
先
：
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

ネ
パ
ー
ル
他
）

　

平
成
29
年
度
・
埼
玉
県
ユ

ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会
理
事

会
・
総
会
が
４
月
５
日
、深
谷

市
立
教
育
研
究
所
に
於
い
て

開
催
さ
れ
当
協
会
の
田
村
が

会
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
に
は
７
つ
の
ユ
ネ

ス
コ
協
会
が
あ
り
定
期
的
に

情
報
交
換
な
ど
し
な
が
ら
活

動
し
て
い
ま
す
。　
　
　

　

今
後
、
埼
玉
６
協
会
の
ご

協
力
・
支
援
を
得
な
が
ら
県

連
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。　

　

協
議
会
事
務
局
長
、
江
口

副
会
長
が
理
事
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。　
　

　

都
５
県
で
構
成
さ
れ
る
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ
ネ
ス
コ
活

動
研
究
会
が
埼
玉
県
で
行
わ

れ
ま
す
が
、
そ
の
主
管
を
当

ユ
協
が
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
実
施
に
向
け
て
準
備

作
業
を
開
始
し
て
い
ま
す

が
、
一
人
で
も
多
く
の
会
員

の
ご
参
加
を
期
待
す
る
と
と

も
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。　
　
　

　

今
後
の
会
報
で
随
時
進
捗

状
況
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま

す
。

書
損
じ
ハ
ガ
キ
等

書
損
じ
ハ
ガ
キ
等

書
損
じ
ハ
ガ
キ
等

書
損
じ
ハ
ガ
キ
等

書
損
じ
ハ
ガ
キ
等

書
損
じ
ハ
ガ
キ
等

書
損
じ
ハ
ガ
キ
等

書
損
じ
ハ
ガ
キ
等

書
損
じ
ハ
ガ
キ
等

回
収
に
つ
い
て
の

回
収
に
つ
い
て
の

回
収
に
つ
い
て
の

回
収
に
つ
い
て
の

回
収
に
つ
い
て
の

回
収
に
つ
い
て
の

回
収
に
つ
い
て
の

回
収
に
つ
い
て
の

回
収
に
つ
い
て
のお

礼
お
礼
お
礼
お
礼
お
礼
お
礼
お
礼
お
礼
お
礼

発行人　:蓮田・白岡地方ユネスコ協会　会長　田村勝彦　〒349-0141　蓮田市西新宿3-55-15 (4)

識字教育風景

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協

議
会
会
長
に

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協

議
会
会
長
に

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協

議
会
会
長
に

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協

議
会
会
長
に

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協

議
会
会
長
に

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協

議
会
会
長
に

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協

議
会
会
長
に

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協

議
会
会
長
に

埼
玉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協

議
会
会
長
に

田
村
会
長
が
就
任　

ユネスコ協会連盟から

の礼状

たくさんのハガキ、テレカ

ありがとうございます、

いつもご協力頂き感謝

いたします、

2017年度　主な活動

今
回
は
、
暑
い
中
、
編

集
に
際
し
ま
し
て
、
理

事
並
び
に
会
員
の
皆
様

に
大
変
な
協
力
を
頂

き
、
無
事
に
発
行
に
至

り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

も
投
稿
や
編
集
の
御
指

導
・
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。（
杉
原
記
）

編
集
後
記


